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第４章 京都市への届出について 

１ 届出の方法 

〇 自社のホームページ等で公表しているバリアフリー情報について， 

以下のいずれかの方法で届出してください。 

 

○ インターネットによる届出 

（京都市情報館（本市ＨＰ）の電子届出フォーム） 

○ 記入した「届出様式」の郵送 

○ 記入した「届出様式」のＦＡＸ 

○ 記入した「届出様式」の持参 

 

 

 

 

 

 

 

■ インターネットによる届出の入力要領は，以下のページを参照して 

ください。 

 ○ インターネットによる届出要領 ⇒ Ｐ５９ 

    ※ インターネットによる届出時の留意点が記載されていますので，

必ず御確認ください。 

  ・ 「新築等施設用（公表義務）の電子届出フォーム」入力要領 

 ⇒ Ｐ６０ 

・  「既存施設用（努力義務）の電子届出フォーム」入力要領  ⇒ 

Ｐ７７ 

    

■ 届出様式（紙媒体による届出）の記入要領は，以下のページを参照し 

てください。 

 ○ 届出書の記入要領 ⇒ Ｐ４６ 

  ・ 「新築等施設用（公表義務）の届出書」記入要領  ⇒ Ｐ４６ 

・  「既存施設用（努力義務）の届出書」記入要領   ⇒ Ｐ５３ 

※  届出書の記入例を参考資料３  新築等施設用（公表義務）   

（Ｐ１０９），参考資料４ 既存施設用（努力義務）（Ｐ１１３）   

 に掲載していますのでそちらも御参照ください。 

電子届出のリンク掲載ＨＰ 

京都市情報館 

（京都市宿泊施設のバリアフリー情報の公表制度） 

紙媒体による届出 
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２ 届出内容に変更が生じた場合 

〇 届出内容に何らかの理由により変更が生じた場合は，以下のいずれか

の方法により，届出してください。 

〇 運営主体の変更等により，「届出内容に関する問合せ先」が変更となる

場合においても，忘れずに，変更内容の届出を行ってください。 

 

・ インターネットによる届出 

（京都市情報館（本市ＨＰ）の電子届出フォーム） 

・ 記入した「変更内容届出様式」のＦＡＸによる届出 

・ 記入した「変更内容届出様式」の郵送 

・ 記入した「変更内容届出様式」の持参 

 

 

３ 旅館業を廃業するなどの理由により公表を取りやめる必要がある場合 

〇 条例に基づき，特定バリアフリー情報の公表が義務となっている新築

等施設については，公表を取りやめることはできませんが，旅館業を廃業

するなどの理由により，バリアフリー情報の公表を取り止める必要があ

る場合は，その旨を以下のいずれかの方法により，届出してください。 

〇 なお，バリアフリー情報の公表が義務でない既存施設については，個別

に事情を勘案し，公表の取り止めが可能な場合がありますので，まずは詳

細について，本手引の問合せ先に御相談ください。 

 

・ インターネットによる届出 

（京都市情報館（本市ＨＰ）の電子届出フォーム） 

・ 記入した「公表取り止め届」のＦＡＸによる届出 

・ 記入した「公表取り止め届」の郵送 

・ 記入した「公表取り止め届」の持参 
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４ 届出書の記入要領 

〇 項目ごとに届出書作成のポイントを記載しています。 

○ 「（１）」は，「新築等施設用（公表義務）の届出書」の記入要領です。 

○ 「（２）」は，「既存施設用（努力義務）の届出書」の記入要領です。 

○ 「新築等施設用（公表義務）の届出書」と「既存施設用（努力義務）の

届出書」では，届出書の様式及び項目の掲載順が異なりますので御注意

ください 

○ 各届出書を提出される際には，各々，本手引巻末に掲載されている参考

資料３「公表届出書 新築等施設用（公表義務）記入例」及び参考資料４

「公表届出書 既存施設用（努力義務）記入例」も併せて参考に御覧くだ

さい。 

 

（１）「新築等施設用（公表義務）の届出書」記入要領 

 項目 記入上の留意点 

１ 施設の名称 

・ 正式名称を明確に記載してください。 

・ アルファベットの大文字，小文字，スペースなど，見分

けが付くように記載してください。 

・ ただし，ロゴや特殊な字体には対応できませんので御了

承ください。 
 

２ 
施設の 

所在地 

・ 行政区から地名地番まで御記入ください。 

３ 施設の区分 
・ 該当する施設の種別を選択し，☑を記入してください。 

 

４ 建築総床面積 

・ 詳細が不明な場合，「約〇〇m2」と御記入ください。 

・ バックヤード部分やホテルと一体となったレストランな

どの店舗部分も含めたものを御記入ください。 
 

５ 客室数 
・ 施設利用者が宿泊できる客室の総数を記入してくださ

い。 
 

６ 
うち，車椅子使用

者用客室数 

・ 法及び条例に規定される基準を満たす「車椅子使用者用

客室」（１８ページ参照）の客室数を御記入ください。 

・ 基準への適合が不明な場合は，施設利用希望者の誤解を

まねかないよう「０」として，記入してください。 
 

７ 主な構造 
・ 該当する主な建築物の構造を選択し，☑を記入してくだ

さい。 
 

８ 階数 ・ 地上と地下の階数を各々記入してください。 
 

９ 
共用部分の設備 

及び室等の有無 

 

・ 該当するものを選択し，☑を記入してください。 

（複数選択可能です。） 

・ この欄は一般施設の有無について記入してください。バ

リアフリーに配慮した施設は別の欄にて記入してくださ
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い。 
 

10 
宿泊施設の 

開業年月 

・ 開業年月もしくは開業予定年月を御記入ください。 

 

11 
バリアフリー 

情報の公表年月日 

（予定年月） 

・ 自社でのバリアフリー情報の公表年月日（公表予定年月）

を御記入ください。 

 

12 
バリアフリー 

情報の公表方法 

・ 自社でのバリアフリー情報の公表方法を御記入くださ

い。 

・ 自社ホームページが無い場合は，宿泊予約サイトや帳場

での配布物等へ掲載いただくなど，「その他」欄に具体的に

御記入ください。 

 

13 

宿泊施設 

のＰＲ情報 

 

・ 「宿泊施設のバリアフリーに関する概要」欄には，以下

の事例を参考に事業者様が利用者の皆様に伝えたい情報

（主にソフト面のバリアフリー情報）を自由に御記入くだ

さい。 

・ 施設利用希望者の中には，事前にどのような「バリア（障

害）」があるかという情報を求めている方もたくさんおら

れます。 

・ 対応できない情報も含めて情報発信いただくことは施設

利用者の不安解消にもつながりますので，御検討ください。 

 

【事例１：ソフト面のバリアフリー対応充実の発信】 

・ 「館内用の車椅子の貸出を行っていますのでお気軽にお

申し出ください。」 

・ 「御家族や介助者と利用することができる共用の貸切風

呂があります。」など 

 

【事例２：心のバリアフリー認定施設であることの発信】 

・ 「「心のバリアフリー認定施設」として観光庁から認め

られてます。施設の御利用に心配事などがあればお気軽に

御相談ください。」など 

 

【事例３：館内の「バリア（障害）」情報の発信】 

・ 「当館は，創業約○○年の木造旅館で玄関の上がり框に

大きな段差がありますが，スタッフが介助しますので，お

気軽にお申し出ください。」など 

 

14 
届出内容に 

関する問合せ先 

・ 届出内容について，京都市からお問合せが可能な連絡先

を御記入ください。 

 

15 
公表可能な 

お問合せ先 

・ 上記の問合せ先で，公表可能なものがあれば該当するも

のに☑を記入してください。 

 

16 特定バリアフリー ・ 本手引の８ページ以降を御参照いただき，施設の概要を
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情報 

 

御記入ください。 

 

17 
特定バリアフリー 

情報の緩和措置 

 

・ 特定バリアフリー情報について，基準適合に関する「緩

和の認定を受けた項目」を記載してください。 

・また，項目毎に「安全かつ円滑に利用できるよう講じた代

替措置」を記載してください。 

・ 当該代替措置については，お手元にある「制限の緩和に

係る認定申請書」の副本（申請者控え用図書）に記載されて

いる事項を記載してください。 

18 
ハード面の 

対応 

 

・ 本手引１３～３２ページを御参照いただき，御記入くだ

さい。 

・ 当該事項の公表については任意ですが，できる限り自社

のホームページ等で公表に努め，公表している事項につい

て御記入ください。 

19 
ソフト面の 

対応 

・ 本手引３３～４１ページを御参照いただき，御記入くだ

さい。 

・ 当該事項の公表については任意ですが，できる限り自社

のホームページ等で公表に努め，公表している事項につい

て御記入ください。 

20 
その他の 

施設情報 

 

・ 本手引の４２，４３ページを御参照いただき，御記入く

ださい。 

 

21 最寄の観光エリア 
・ 最寄の観光エリアで該当するものを１つ選択してくださ

い。 

22 
旅館業法に基づく 

許可番号及び 

許可年月日 

・ お手持ちの「旅館業に基づく許可書」の「許可番号」及

び「許可年月日」を御記入ください。 
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(様式） 

京都市バリアフリー条例に基づくバリアフリーに関する情報の公表の届出書 

（宛先） 京 都 市 長  年  月  日 

届出者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 届出者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

 
氏 名 

（法人名） 
 

（代表者名）  

 
電 話  

京都市建築物等のバリアフリーに関する条例第３８条第１項の規定により，次のとおり届け出ます。 

１ 施設の名称  

２ 施設の所在地      区 

３ 施設の区分      □ホテル       □旅館        □簡易宿所 

４ 建築総床面積           ㎡ 

７ 主な構造 

□鉄筋コンクリート造 

□鉄骨鉄筋コンクリート造 

□鉄骨造    □木造 

□その他（          ） 

５ 客室数           室 

６ うち， 
車椅子使用者用客室数 

               室 
８ 階数 地上    階，地下    階 

９ 共用部分の設備 

及び室等の有無 

※有の場合は✔ 

□駐車場       □案内所（受付）  □直接連絡可能なインターホン 

□便所        □浴場           □レストラン，カフェ等 

□宴会場       □会議室      ※バリアフリー情報は次頁以

降 

10施設の開業年月 

※開業前の場合は予定年月 

（明治・大正・昭和・

平成・令和・西暦） 
 年  月  

11バリアフリー情報
の公表年月日 

（予定年月） 

（明治・大正・昭和・
平成・令和・西暦） 

 年  月  日 

12バリアフリー情報

の公表方法 

□インターネットの利用 

 （HPアドレス：                          ）  

□パンフレットその他これに類するものへの掲載 

□その他（                             ） 

13宿泊施設の PR情報 

※ バリアフリーに関する概 

要をはじめ，特に PRしたい 

点を自由にご記入くださ

い。 

（例：車椅子を利用される方も，館内をスムーズに移動していただけます。手話対応ができ

ます。食事のアレルギー対応をご相談ください。など） 

14届出内容に関する 

問合せ先 
 

※ 名刺の添付でも可 

 

・会社名  

・担当者名  

・郵便番号     － 

・住所  

・電話番号  

・メールアドレス  

15公表可能なお問合せ先 □電話番号  □メールアドレス □その他（           ） 
 

  〔４枚中１枚目〕 

新築等施設用（公表義務） 
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別紙 京都市バリアフリー条例第３７条第１項に規定するバリアフリーに関する情報等の内容 

※バリアフリー情報の内容の欄の「政令第○条」はバリアフリー法施行令の該当条文を示す。 

 

 

 
 
■ 16特定バリアフリー情報（公表義務のあるもの） 

項目 特定バリアフリー情報の内容 施設の有無 

１ 共用便所 

・車椅子使用者用便房の有無 

□：有  □：無 

車椅子使用者などすべての人が円滑に利用することができるよう，腰掛便

座及び手すりが適切に配置され，十分な空間・出入口が確保されている便所

の有無 

（政令第１４条第１項第１号及び条例第２５条第１項，第２項及び第３項に 

規定する便房の有無） 

・オストメイトを設置した便房の有無 

□：有  □：無 人工肛門又は人工膀胱を使用している方が円滑に利用することができる 

構造の水栓器具を設けた便所の有無 

（政令第１４条第１項第２号に規定する便房の有無） 

・車椅子使用者の利用に配慮した便房の有無 

□：有  □：無 腰掛便座及び手すりが適切配置され，車椅子使用者の利用（移乗）に 

配慮された空間が確保されている便所の有無 

（条例別表２ ４の項第８号に規定する便房の有無） 

２ 共用浴室・ 

シャワー室 

・車椅子使用者の利用に配慮した浴室又はシャワー室の有無 

□：有  □：無 
車椅子使用者などすべての人が円滑に利用することができるよう浴槽，シ

ャワー及び手すり等が適切に配置され，十分な空間・出入口が確保されてい

る浴室又はシャワー室の有無 

（条例第２６条第２項又は別表２ ５の項第２号に規定する浴室等の有無） 

３ ホテル又は 

旅館の客室 

・車椅子使用者用客室の有無 

□：有  □：無   車椅子使用者などすべての人が円滑に利用できるよう，客室，出入口，便 

所，浴室及び通路等がバリアフリー化された客室の有無 

・京都市バリアフリー客室の有無 

□：有  □：無 
  高齢者，障害者及び妊産婦等の身体の機能の制限を受ける方や自立度の高 

い車椅子使用者の利用に配慮した一定の空間・出入口が確保された便所，浴 

室及び寝室が設けられた客室 

（条例第２７条第 1項又は別表２ ６の項に規定する客室の有無） 

４ 駐車場 
・駐車場の有無 ※建築物と同一の敷地内のものに限る。 □：有  □：無 

・車椅子使用者用駐車場の有無 ※建築物と同一の敷地内のものに限る。 □：有  □：無 

５ 道等から 

利用居室等 

までの経路 

・床面の段差の有無 □：有  □：無 
 

□：屋外通路 

□：玄関（上がり框） 

□：施設内廊下 

道及び車椅子使用者用駐車場等から利用居室（客室及び共用のレストラン

等）に至る屋外通路，玄関及び施設内廊下における床面の段差の有無 

（条例別表２ ９の項第１号に規定する経路を構成する廊下等及び敷地内通

路の床面の段差の有無） 

・（床面に段差がある場合） 

スロープ又はエレベーターなど段差解消対応の有無 
□：有  □：無 

・（階移動のための）エレベーターの有無 

□：有  □：無 

 

□：車椅子使用者対応 

□：点字・音声案内付き 

６ 案内設備 

・案内設備の有無 □：有  □：無 

 

□：音声案内用インターホン 

□：触知案内板 

視覚障害者等が利用することができるインターホン又は触知案内板及び  

 それに至ることのできる点字ブロック等の敷設の有無 

・案内所（施設内の受付）の有無 □：有  □：無 

７ 

子育て支援施設 
・授乳及び乳幼児のおむつの取替えをすることができる施設の有無 □：有  □：無 

 

〔４枚中２枚目〕 

（有：該当する場合✔） 

（有：対応するものに✔） 

以下の 16特定バリアフリー情報は必ず公表していただくことが必要です。自社のホームページ等で 

施設の有無を全て公表していただくとともに，下記の表に施設の対応状況の有無を御記入ください。 

（有：該当するものに✔） 
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特定バリアフリー情報について 
緩和の認定を受けた項目 

安全かつ円滑に利用できるよう講じた代替措置 

  

  

  

項目 公表しているバリアフリー情報の内容 

８ 共用便所 ・手すり付洋式便房の有無（男女の別がある場合，各々での有無） □：有 □：無 

９ 主要な出入口の戸

の構造及び有効幅 
主要な出入口の戸の構造   □：自動ドア   □：開き戸  □：引き戸 

主要な出入口の戸の有効幅  □：80cm以上   □：80cm未満 

10 敷地内の通路及び

共用廊下の有効幅 

・敷地内通路の有効幅 120cm以上 □：有 □：無 

・共用廊下の有効幅 120cm以上 □：有 □：無 

11 一般客室 
（３の客室以外の客室） 

 

※代表的なものを記載 

してください。 

・客室数 （      ）室 

・代表的な間取りを表示した平面図の公表の有無 □：有 □：無 

・客室の出入口の有効幅 （     ）ｃｍ 

・客室内の通路の有効幅 （     ）ｃｍ 

・便所等の水回りの出入口の有効幅 （     ）ｃｍ 

・浴室又はシャワー室における手すりの設置の有無 □：有 □：無 

・腰掛便座における手すりの設置の有無 □：有 □：無 

・客室内の段差の有無（水回り除く。） □：有 □：無 

・客室内の便所等水回りの段差の有無 □：有 □：無 

・客室内の段差解消のための措置の有無（仮設スロープ設置など） □：有 □：無 

・ベッド（寝具）の高さ（マットレス上面）※布団は対象外 （     ）ｃｍ 

■19ソフト面の対応（努力義務）  

項目 バリアフリー情報の内容  

12 備品の貸出・ 

設備の設置 

・施設内用車椅子の貸出 □：有 

・ベビーカーの貸出 □：有 

・シャワーチェアの貸出 □：有 

・シャワー用車椅子の貸出 □：有 

・浴室用滑り止めマットの貸出 □：有 

・据え置き型スロープ（工事を伴わないもの）の利用 □：有 

・据え置き型手すり（工事を伴わないもの）の利用 □：有 

・室内信号装置の貸出（来客，電話，非常時のお知らせ用の情報伝達） □：有 

・文字対応ＴＶ及び文字表示ボタン付きリモコンの貸出又は設置 □：有 

・ファクシミリの貸出又は設置 □：有 

・その他（                                 ） 

 〔４枚中３枚目〕 

■18 ハード面の対応（努力義務） 

上記の 16特定バリアフリー情報の項目について，バリアフリー条例に基づき，建築物や敷地の状況上， 
または，利用の目的上やむを得ず，安全かつ円滑に利用できるよう代替措置を講じ，設置義務に係る緩和
の認定を受けている場合は，その内容を自社のホームページで公表するとともに，以下にその内容を記載
してください。 

■17 特定バリアフリー情報の緩和措置（公表義務のあるもの） 

以下の「18ハード面の対応」，「19ソフト面の対応」，「20その他の施設情報」の公表は努力義務となり
ますが，できる限り自社のホームページ等で公表に努めてください。 
また，以下の項目で自社のホームページ等で公表しているものについて御記入ください。 



52 

 

 

■ 20その他の施設情報 

項目 内容  

１ バリアフリー関連 

・みやこユニバーサルデザイン優良建築物マーク交付建築物である □：該当 

・心のバリアフリー認定施設である □：該当 

・シルバースター登録制度の登録施設である □：該当 

・京都ユニバーサル観光ナビ掲載施設である □：該当 

２ 文化・景観・ 

歴史関連 

・有形文化財である（国，京都府又は京都市による指定又は登録があ

る） 
□：該当 

・伝統的建造物群保存地区内の建築物である □：該当 

・景観重要建造物である □：該当 

・歴史的風致形成建造物である □：該当 

・歴史的意匠建造物である □：該当 

 

■21 最寄の観光エリア 

最寄の観光エリア 

□銀閣寺・平安神宮周辺      □下鴨神社・三千院・鞍馬寺周辺 

□金閣寺・北野天満宮・仁和寺周辺 □清水寺・祇園周辺 

□京都駅・東寺・三十三間堂周辺  □二条城・京都御苑・晴明神社神社周辺 

□山科・醍醐周辺         □嵐山・天龍寺・桂周辺 

□伏見               

■ 22旅館業法に基づく許可番号及び許可年月日 

旅館業法に基づく許可番号 第         号 許可年月日 年  月   日 
  
【確認事項】※届出内容の確認のため，追加資料の添付や現地確認をお願いすることがありますので，予め御了承ください。 

13 コミュニケーシ 

  ョンサービス 

・予約時及び宿泊時の電子メールによる対応 □：有 

・予約時及び宿泊時のファックスによる対応 □：有 

・筆談による対応 □：有 

・手話による対応 □：有 

・多言語による対応 

 対応可能な言語の種別     

  

□：有 

      語 

      語 

      語 

・その他（                                 ） 

14 案内等のサービス 

・スタッフによる案内設備から客室内部までの人的誘導 □：有 

・映像による施設の利用案内 □：有 

・非常時の館内及び客室内への音声放送 □：有 

・館内及び客室内へのフラッシュライト等の火災警報装置（光警報装

置）の設置 
□：有 

・その他（                                 ） 

15 その他のサービス 

・家族や介助者と利用できる貸切風呂の設置 □：有 

・個室での食事の提供対応 □：有 

・円滑な往診等の対応が可能な医療施設との連携 □：有 

・運営会社内の年１回以上のバリアフリーに関する社員研修の実施 □：有 

・介護タクシーの呼び出し対応 □：有 

・補助犬の受け入れ体制の充実に向けた取組 □：有 

・その他（                                 ） 

 

 

〔４枚中４枚目〕 
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（２）「既存施設用（努力義務）の届出書」記入要領 

 項目 記入上の留意点 

１ 施設の名称 

・ 正式名称を明確に記載してください。 

・ アルファベットの大文字，小文字，スペースなど，見

分けが付くように記載してください。 

・ ただし，ロゴや特殊な字体には対応できませんので御了

承ください。 

 

２ 
施設の 

所在地 

・ 行政区から地名地番まで御記入ください。 

３ 施設の区分 ・ 該当する施設の種別を選択し，☑を記入してください。 
 

４ 建築総床面積 

・ 詳細が不明な場合，「約〇〇m2」と御記入ください。 

・ バックヤード部分やホテルと一体となったレストラン

などの店舗部分も含めたものを御記入ください。 
 

５ 客室数 
・ 施設利用者が宿泊できる客室の総数を記入してくださ

い。 
 

６ 
うち，車椅子使用

者用客室数 

・ 法及び条例に規定される基準を満たす「車椅子使用者用

客室」（１８ページ参照）の客室数を御記入ください。 

・ 基準への適合が不明な場合は，施設利用希望者の誤解を

まねかないよう「０」として，記入してください。 
 

７ 主な構造 
・ 該当する主な建築物の構造を選択し，☑を記入してく

ださい。 
 

８ 階数 ・ 地上と地下の階数を各々記入してください。 
 

９ 
共用部分の設備 

及び室等の有無 

・ 該当するものを選択し，☑を記入してください。 

（複数選択可能です。） 

・ この欄は一般施設の有無について記入してください。バ

リアフリーに配慮した施設は別の欄にて記入してくださ

い。 
 

10 
宿泊施設の 

開業年月 

・ 開業年月を御記入ください。 
 

11 

バリアフリー 

情報の公表年月日 

（予定年月） 

・ 自社でのバリアフリー情報の公表年月日（予定年月）を

御記入ください。 
 

12 
バリアフリー情報

の公表方法 

・ 自社でのバリアフリー情報の公表方法を御記入くださ

い。 

・ 自社ホームページが無い場合は，宿泊予約サイトや帳場

での配布物等へ掲載いただくなど，「その他」欄に具体的

に御記入ください。 

13 
宿泊施設 

のＰＲ情報 

・ 「宿泊施設のバリアフリーに関する概要」欄には，以下

の事例を参考に事業者様が利用者の皆様に伝えたい情報

（主にソフト面のバリアフリー情報）を自由に御記入くだ

さい。 
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・ 施設利用希望者の中には，事前にどのような「バリア（障

害）」があるかという情報を求めている方もたくさんおら

れます。 

・ 対応できない情報も含めて情報発信いただくことは施

設利用者の不安解消にもつながりますので，御検討くださ

い。 

 

【事例１：ソフト面のバリアフリー対応充実の発信】 

・ 「館内用の車椅子の貸出を行っていますのでお気軽に

お申し出ください。」 

・ 「御家族や介助者と利用することができる共用の貸切

風呂があります。」など 

 

【事例２：心のバリアフリー認定施設であることの発信】 

・ 「「心のバリアフリー認定施設」として観光庁から認

定を受けています。施設の御利用に心配事などがあれば

お気軽に御相談ください。」など 

 

【事例３：館内の「バリア（障害）」情報の発信】 

・ 「当館は，創業約○○年の木造旅館で玄関の上がり框

に大きな段差がありますが，スタッフが介助しますの

で，お気軽にお申し出ください。」など 
 

14 
届出内容に 

関する問合せ先 

・ 届出内容について，京都市からお問合せが可能な連絡先

を御記入ください。 
 

15 
公表可能な 

お問合せ先 

・ 上記の問合せ先で，公表可能なものがあれば該当するも

のに☑を記入してください。 
 

16 
ソフト面の 

対応 

・ 本手引３３～４１ページを御参照いただき，自社ホーム

ページ等で公表している項目を御記入ください。 

・ 当該事項の公表については任意ですが，できる限り自社

のホームページ等で公表に努めてください。 
 

17 
ハード面の 

対応 

・ 本手引１３～３２ページを御参照いただき，自社ホーム

ページ等で公表している項目を御記入ください。 

・ 当該事項の公表については任意ですが，できる限り自社

のホームページ等で公表に努めてください。 
 

 

18 
その他の 

施設情報 

・ 本手引４２，４３ページを御参照いただき，御記入くだ

さい。 

 

19 最寄の観光エリア 
・ 最寄の観光エリアで該当するものを１つ選択してくだ

さい。 

20 

旅館業法に基づく 

許可番号及び 

許可年月日 

・ お手持ちの「旅館業に基づく許可書」の「許可番号」及

び「許可年月日」を御記入ください。 
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(様式） 

京都市バリアフリー条例に基づくバリアフリーに関する情報の公表の届出書 

（宛先） 京 都 市 長  年  月  日 

届出者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 届出者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

 
氏 名 

（法人名） 
 

（代表者名）  

 
電 話  

京都市建築物等のバリアフリーに関する条例第３８条第２項の規定により，次のとおり届け出ます。 

１ 施設の名称  

２ 施設の所在地     区 

３ 施設の区分     □ホテル       □旅館        □簡易宿所 

４ 建築総床面積            ㎡ 

７ 主な構造 

□鉄筋コンクリート造 

□鉄骨鉄筋コンクリート造 

□鉄骨造     □木造 

□その他（          ） 

５ 客室数            室    

６ うち， 
  車椅子使用者用客室数 

           室   
８ 階数 地上    階，地下    階 

９ 共用部分の設備 

及び室等の有無 

※有の場合は✔ 

□駐車場       □案内所     □直接連絡可能なインターホン 

□便所         □浴場          □レストラン，カフェ等 

□宴会場       □会議室   ※バリアフリー情報は別紙に記入とする 

10施設の開業年月 

※開業前の場合は予定年月 

（明治・大正・昭和・ 

平成・令和・西暦） 
 年  月  

11バリアフリー情報の
公表年月日 

（予定年月） 

（明治・大正・昭和・
平成・令和・西暦） 

 年  月  日 

12バリアフリー情報  

の公表方法 

□インターネットの利用 

 （HPアドレス：                           ）  

□パンフレットその他これに類するものへの掲載 

□その他（                              ） 

13宿泊施設の PR情報 

※ バリアフリーに関する 

概要をはじめ，特に PR し 

たい点を自由にご記入  

ください。 

（例：眺望の良い風情ある旅館です。館内の利用でお困りごとがある場合はスタッフがお手伝

いします。手話対応ができます，食事のアレルギー対応ご相談ください。など） 

14届出内容に関する 

問合せ先 
 

※名刺の添付でも可 

 

・会社名  

・担当者名  

・郵便番号  

・住所 
 

 

・電話番号  

・メールアドレス  

15公表可能なお問合せ先 □電話番号  □メールアドレス □その他（              ） 

 
〔４枚中１枚目〕 

既存施設用（努力義務） 
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別紙 京都市バリアフリー条例第３７条第２項に規定するバリアフリーに関する情報等の内容 

※バリアフリー情報の内容の欄の「政令第○条」はバリアフリー法施行令の該当条文を示す。 

 

 

 

 

 

項目 公表しているバリアフリー情報の内容  

１ 備品の貸出・ 

設備の設置 

・施設内用車椅子の貸出 □：有 

・ベビーカーの貸出 □：有 

・シャワーチェア（入浴用いす）の貸出 □：有 

・シャワー用車椅子の貸出 □：有 

・浴室用滑り止めマットの貸出 □：有 

・据え置き型スロープ（工事を伴わないもの）の利用 □：有 

・据え置き型手すり（工事を伴わないもの）の利用 □：有 

・室内信号装置の貸出（来客，電話，非常時のお知らせ用の情報伝達） □：有 

・文字対応ＴＶ及び文字表示ボタン付きリモコンの貸出又は設置 □：有 

・ファクシミリの貸出又は設置 □：有 

・その他                                  

２ コミュニケー 

 ションサービス 

・予約時及び宿泊時の電子メールによる対応 □：有 

・予約時及び宿泊時のファックスによる対応 □：有 

・筆談による対応 □：有 

・手話による対応 □：有 

・多言語による対応 

 対応可能な言語の種別 
□：有 

         語 

         語 

         語 

・その他 

３案内等のサービス 

・スタッフによる案内設備から客室内部までの人的誘導 □：有 

・映像による施設の利用案内 □：有 

・非常時の館内及び客室内への音声放送 □：有 

・館内及び客室内へのフラッシュライト等の火災警報装置（光警報

装置）の設置 
□：有 

・その他 

 

４その他のサービス 

・家族や介助者と利用できる貸切風呂 □：有 

・個室での食事の提供対応 □：有 

・円滑な往診等の対応が可能な医療施設との連携 □：有 

・運営会社内の年１回以上のバリアフリーに関する社員研修の実施 □：有 

・介護タクシーの呼び出し対応 □：有 

・補助犬の受け入れ体制の充実に向けた取組 □：有 

・その他 

自社のホームページ等で公表されているバリアフリー情報について，御記入ください。 

■16ソフト面の対応 

〔４枚中２枚目〕 
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項目 公表しているバリアフリー情報の内容 

１ 共用便所 

・車椅子使用者用便房の有無 

□：有  □：無 

車椅子使用者などすべての人が円滑に利用することができるよう，腰掛

便座及び手すりが適切に配置され，十分な空間・出入口が確保されている

便所の有無 

（政令第１４条第１項第１号及び条例第２５条第１項，第２項及び第３項  

 に規定する便房の有無） 

・オストメイトを設置した便房の有無 

□：有  □：無 
人工肛門又は人工膀胱を使用している方が円滑に利用することができ

る 

構造の水栓器具を設けた便所の有無 

（政令第１４条第１項第２号に規定する便房の有無） 

・車椅子使用者の利用に配慮した便房の有無 

□：有  □：無 腰掛便座及び手すりが適切配置され，車椅子使用者の利用（移乗）に 

配慮された空間が確保されている便所の有無 

（条例別表２ ４の項第８号に規定する便房の有無） 

・手すり付洋式便房の有無（男女の別がある場合，各々での有無） □：有  □：無 

２ 共用浴室・ 

シャワー室 

・車椅子使用者の利用に配慮した浴室又はシャワー室の有無 

□：有  □：無 

車椅子使用者などすべての人が円滑に利用することができるよう浴槽，

シャワー及び手すり等が適切に配置され，十分な空間・出入口が確保され

ている浴室又はシャワー室の有無 

（条例第２６条第２項又は別表２ ５の項第２号に規定する浴室等の有

無） 

３ ホテル又は 

旅館の客室 

・車椅子使用者用客室の有無 

□：有  □：無 
  車椅子使用者などすべての人が円滑に利用できるよう，客室，出入口， 

便所，浴室及び通路等がバリアフリー化された客室の有無 

・京都市バリアフリー客室の有無 

□：有  □：無 
  高齢者，障害者及び妊産婦等の身体の機能の制限を受ける方や自立度の

高い車椅子使用者の利用に配慮した一定の空間・出入口が確保された便

所，浴室及び寝室が設けられた客室 

（条例第２７条第 1項又は別表２ ６の項に規定する客室の有無） 

４ 駐車場 

・駐車場の有無 ※建築物と同一の敷地内のものに限る。 □：有  □：無 

・車椅子使用者用駐車場の有無 ※建築物と同一の敷地内のものに限

る。 
□：有  □：無 

５ 道等から 

利用居室等 

までの経路 

・床面の段差の有無 □：有  □：無 
 

□：屋外通路 

□：玄関（上がり框） 

□：施設内廊下 

道及び車椅子使用者用駐車場等から利用居室（客室及び共用のレストラ

ン等）に至る屋外通路，玄関及び施設内廊下における床面の段差の有無 

（条例別表２ ９の項第１号に規定する経路を構成する廊下等及び敷地内

通路の床面の段差の有無） 

・（床面に段差がある場合） 

スロープ又はエレベーターなど段差解消対応の有無 
□：有  □：無 

・（階移動のための）エレベーターの有無 

□：有  □：無 
 

□：車椅子使用者対応 

□：点字・音声案内付き 

６ 案内設備 

・案内設備の有無 □：有  □：無 

 

□：音声案内用インターホン 

□：触知案内板 

視覚障害者等が利用することができるインターホン又は触知案内板及

び  

 それに至ることのできる点字ブロック等の敷設の有無 

・案内所（施設内の受付）の有無 □：有  □：無 

７ 子育て支援施設 
・授乳及び乳幼児のおむつの取替えをすることができる施設の有

無 

□：有  □：無 

■17ハード面の対応 

（有：該当するものに✔） 

（有：対応するものに✔） 

〔４枚中３枚目〕 

（有：該当する場合✔） 
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 ■19 最寄の観光エリア 

最寄の観光エリア 

□銀閣寺・平安神宮周辺      □下鴨神社・三千院・鞍馬寺周辺 

□金閣寺・北野天満宮・仁和寺周辺 □清水寺・祇園周辺 

□京都駅・東寺・三十三間堂周辺  □二条城・京都御苑・晴明神社周辺 

□山科・醍醐周辺         □嵐山・天龍寺・桂周辺 

□伏見                

 

■ 20旅館業法に基づく許可番号及び許可年月日 

旅館業法に基づく許可番号 第         号 許可年月日   年  月   日 
  

【確認事項】※届出内容の確認のため，追加資料の添付や現地確認をお願いすることがありますので，予め御了承ください。 

項目 公表しているバリアフリー情報の内容 

８ 主要な出入口の戸

の構造及び有効幅 
主要な出入口の戸の構造   □：自動ドア   □：開き戸  □：引き戸 

主要な出入口の戸の有効幅  □：80cm以上   □：80cm 未満 

９ 敷地内の通路及び

共用廊下の有効幅 

・敷地内通路の有効幅 120cm以上 □：有  □：無 

・共用廊下の有効幅 120cm以上 □：有  □：無 

10 一般客室 
（３の客室以外の客室） 

 

※代表的なものを記載して

ください。 

・客室数 （       ）室 

・代表的な間取りを表示した平面図の公表の有無 □：有  □：無 

・客室の出入口の有効幅 （       ）ｃｍ 

・客室内の通路の有効幅 （       ）ｃｍ 

・便所等の水回りの出入口の有効幅 （       ）ｃｍ 

・浴室又はシャワー室における手すりの設置の有無 □：有  □：無 

・腰掛便座における手すりの設置の有無 □：有  □：無 

・客室内の段差の有無（水回り除く。） □：有  □：無 

・客室内の便所等水回りの段差の有無 □：有  □：無 

・客室内の段差解消のための措置の有無 

（仮設スロープ設置など） 
□：有  □：無 

・ベッド（寝具）の高さ（マットレス上面）※布団は対

象外 
（       ）ｃｍ 

項目 公表している内容 

１ バリアフリー関連 

・みやこユニバーサルデザイン優良建築物マーク交付建築物である □：該当 

・心のバリアフリー認定施設である □：該当 

・シルバースター登録制度の登録施設である □：該当 

・京都ユニバーサル観光ナビ掲載施設である □：該当 

２ 文化・景観・ 

歴史関連 

・有形文化財である（国，京都府又は京都市による指定又は登録が

ある） 
□：該当 

・伝統的建造物群保存地区内の建築物である □：該当 

・景観重要建造物である □：該当 

・歴史的風致形成建造物である □：該当 

・歴史的意匠建造物である □：該当 

  

 

■18その他の施設情報 

〔４枚中４枚目〕 
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５ インターネットによる届出要領 

〇 インターネットによる届出のポイントを記載しています。 

〇 インターネットにより届出書を提出される際にも，本手引の入力要領を御確認ください。 

○ 「新築等施設用（公表義務）」の入力要領は（３）を御覧ください。 

○ 「既存施設用（努力義務）」の入力要領は（４）を御覧ください。 

 

（１） 届出システム御利用の際の留意点 

 

・ 京都市情報館（本市ホームページ）の届出ページは操作可能時間が制限されており， 

約６０分（ＰＣ環境により前後します）を超えるとタイムアウトにより，届出ができな

くなってしまいます。 

 

・  つきましては，事前に届出項目を確認し，回答に必要な資料をお手元に御準備いた

だくことをお勧めいたします。 

  

・ また，システム上のタイムアウトに備えて，御利用のパソコンの word 等のテキスト作

成ソフト上に作成済みのテキストをコピーするなどにより，適宜御対応いただければ幸い

です。 

・  回答いただくページは全５ページです。 

 

（２） 電子届出のリンク掲載ホームページ 

 

〇 京都市情報館（本市ホームページ）の届出ページのＵＲＬは，以下のとおりです。 

〇 ＵＲＬ：https://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/page/0000289023.html 

〇 以下のキーワードでホームページを検索いただくこともできます。 

〇  京都市 バリアフリー 公表制度 届出   検索 

 

 

  

電子届出のリンク掲載ＨＰ 

京都市情報館 

（京都市宿泊施設のバリアフリー情報の公表制度） 
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（３）「新築等施設用（公表義務）の電子届出フォーム」入力要領 

 

 【１ページ目】 

１ 届出者の概要 

 項目 記載上の留意点 

（１） 届出者の住所 
・ 住所，法人にあっては主たる事務所の所在地を入力して

ください。 

 

（２） 届出者の氏名 
・ 法人にあっては名称を入力してください。 

 

（３） 届出者の氏名 
・ 法人にあっては代表者名を入力してください。 

・ 法人以外はこの欄は入力不要です。 

 

（４） 
届出者の 

電話番号 

・ 電話番号を入力してください。 

 

２ 届出内容に関する問合せ先 

（１） 会社名 
・ 法人の名称を入力してください 

 

（２） 担当者名 
・ 所属及び職名も入力してください。 

 

（３） 郵便番号 

・ 「000－0000」と入力してください。「〒」は記載不要で

す。 

 

（４） 住所 
・ 都道府県から地名地番を入力してください。 

 

（５） 電話番号 ・ 担当者につながる電話番号を入力してください。 
 

（６） メールアドレス 

・ 明確に入力してください。 

・ アルファベットの大文字，小文字，スペースなど，見分

けが付くように入力してください。 
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 【２ページ目】 

３～４ 宿泊施設の概要（その１） 

 項目 記載上の留意点 

（１） 宿泊施設の名称 

・ 正式名称を明確に入力してください。 

・ アルファベットの大文字，小文字，スペースなど，見分

けが付くように入力してください。 
 

（２） 

宿泊施設の 

所在地 

（行政区） 

・ 行政区を入力してください。 

・ 「中京区」などの行政区のみを入力してください。 

・ 「京都市」は不要です。 

 

（３） 

宿泊施設の 

所在地 

（地名地番） 

・ 地名地番を入力してください。 

（４） 客室数 

・ 施設利用者が宿泊できる客室の総数を入力してくださ

い。 

 

（５） 
車椅子使用者用

客室数 

・ 法及び条例に規定される基準を満たす「車椅子使用者用

客室」（１８ページ参照）の客室数を御記入ください。 

・ 基準への適合が不明な場合は，施設利用希望者の混乱を

まねかないよう「０」として，入力してください。 

 

（６） 
旅館業法に基づく 

許可番号 

・お手持ちの旅館業法に基づく許可書の「許可番号」を入力

してください。 

 

（７） 
旅館業法に基づく 

許可年月日 

・お手持ちの旅館業法に基づく許可書の「許可年月日」を入

力してください。 

 

（８） 最寄の観光エリア ・該当するものを１つ選択してください。 

５ 宿泊施設の概要（その２） 

 

宿泊施設の 

PR情報 

・ バリアフリー情報等，特にＰＲしたい点を入力してくだ

さい。 

（自由記入（約２００字程度としてください。）） 

 

６ 宿泊施設の概要（その３） 

 
宿泊施設の概要 

（その３） 

・ 宿泊施設の区分を選択してください。 

※ 必ず選択してください。 

 

７～９ 宿泊施設の概要（その４） 

（１） 
宿泊施設の 

開業年月 

・開業年月もしくは開業予定年月を入力してください。 

 

（２） 

バリアフリー 

情報の公表年月日 

（予定年月） 

・自社でのバリアフリー情報の公表年月日（予定年月）を入

力してください。 

 

 

（３） バリアフリー ・自社でのバリアフリー情報の公表方法を入力してくださ
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情報の公表方法 

（その１） 

い。 

・自社ホームページが無い場合は，宿泊予約サイトや帳場で

の配布物等への掲載を実施いただき，具体的に入力してく

ださい。 

 

（４） 

バリアフリー 

情報の公表方法 

（その２） 

・自社でのバリアフリー情報の公表方法がホームページであ

る場合，ホームページの URL を入力してください。 

 

（５） 

～ 

（７） 

宿泊施設に関する 

お問合せ先 

（その１）～ 

（その３） 

・公開できるお問合せ先（ＴＥＬ，ＦＡＸ又はメール）があ

れば入力してください。 
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【３ページ目】 

１０～１１ 建築物の概要（その１） 

 項目 記載上の留意点 

（１） 建築総床面積 ・ 詳細が不明な場合は「約○○m2」と入力して構いません。 
 

（２） 階数 ・ 「地上○階，地下○階」と入力してください。 
 

（３） 主な構造 
・ 「鉄筋コンクリート造」「鉄骨造」等と選択，若しくは，

入力してください。 
 

１２ その他の施設情報 

・ 該当するものを全て選択してください。（複数選択可能です。） 
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【４ぺージ目】 

１３～２９ 特定バリアフリー情報 

項目 記載上の留意点 

特定 

バリアフリー 

情報 

・ 本手引８ページ以降を御参照いただき，入力してください。 

・ 公表義務のある情報です。必ず入力してください。 

 

３０ 特定バリアフリー情報の緩和措置 

特定 

バリアフリー 

情報の 

緩和措置 

・ 本手引３２ページを御参照いただき，入力してください。 
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【５ぺージ目】 

３１～４５ ハード面の対応（努力義務） 

項目 記載上の留意点 

ハード面の 

対応 

・ 本手引１３～３２ページを御参照いただき，入力してください。 

 
 

４６～５０ ソフト面の対応（努力義務） 

ソフト面の 

対応 

・ 本手引３３～４１ページを御参照いただき，入力してください。 
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（４）「既存施設用（努力義務）の電子届出フォーム」入力要領 

 

 【１ページ目】 

１ 届出者の概要 

 項目 記載上の留意点 

（１） 届出者の住所 
・ 住所，法人にあっては主たる事務所の所在地を入力して

ください。 

 

（２） 届出者の氏名 
・ 法人にあっては名称を入力してください。 

 

（３） 届出者の氏名 
・ 法人にあっては代表者名を入力してください。 

・ 法人以外はこの欄は入力不要です。 

 

（４） 
届出者の 

電話番号 

・ 電話番号を入力してください。 

 

２ 届出内容に関する問合せ先 

（１） 会社名 
・ 法人の名称を入力してください 

 

（２） 担当者名 
・ 所属及び職名も入力してください。 

 

（３） 郵便番号 

・ 「000－0000」と入力してください。「〒」は記載不要で

す。 

 

（４） 住所 
・ 都道府県から地名地番を入力してください。 

 

（５） 電話番号 
・ 担当者につながる電話番号を入力してください。 

 

（６） メールアドレス 

・ 明確に入力してください。 

・ アルファベットの大文字，小文字，スペースなど，見分

けが付くように入力してください。 
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 【２ページ目】 

３～４ 宿泊施設の概要（その１） 

 項目 記載上の留意点 

（１） 宿泊施設の名称 

・ 正式名称を明確に入力してください。 

・ アルファベットの大文字，小文字，スペースなど，見分

けが付くように入力してください。 
 

（２） 

宿泊施設の 

所在地 

（行政区） 

・ 行政区を入力してください。 

・ 「中京区」などの行政区のみ入力してください。 

・ 「京都市」は不要です。 

（３） 

宿泊施設の 

所在地 

（地名地番） 

・ 地名地番を入力してください。 

・ 「○○町〇番」などと入力してください。 

（４） 客室総数 ・ 施設利用者が宿泊できる客室の総数を入力してください。 
 

（５） 
車椅子使用者用

客室総数 

・ 法及び条例に規定される基準を満たす「車椅子使用者用

客室」（１８ページ参照）の客室数を御記入ください。 

・ 基準への適合が不明な場合は，施設利用希望者の混乱を

まねかないよう「０」として，入力してください。 
 

（６） 
旅館業法に基づく 

許可番号 

・お手持ちの旅館業法に基づく許可書の「許可番号」を入力

してください。 
 

（７） 
旅館業法に基づく 

許可年月日 

・お手持ちの旅館業法に基づく許可書の「許可年月日」を入

力してください。 
 

（８） 最寄の観光エリア ・該当するものを１つ選択してください。 

５ 宿泊施設の概要（その２） 

 
宿泊施設の 

PR情報 

・ バリアフリー情報等，特にＰＲしたい点を入力してくだ

さい。 

（自由記入（約２００字程度としてください。）） 
 

６ 宿泊施設の概要（その３） 

 宿泊施設の概要 

（その３） 

・宿泊施設の区分を選択してください。 

７～９ 宿泊施設の概要（その４） 

（１） 
宿泊施設の 

開業年月 

・開業年月を入力してください。 
 

（２） 

バリアフリー 

情報の公表年月日 

（予定年月） 

・自社でのバリアフリー情報の公表年月日（予定年月）を入力

してください。 
 

（３） 

バリアフリー情

報の公表方法 

（その１） 

・自社でのバリアフリー情報の公表方法を入力してください。 

・自社ホームページが無い場合は，宿泊予約サイトや帳場で

の配布物等への掲載を実施いただき，具体的に入力してく

ださい。 
 

（４） 

バリアフリー情

報の公表方法 

（その２） 

・自社でのバリアフリー情報の公表方法がホームページであ

る場合，ホームページの URL を入力してください。 
 

(５)～(７) 
宿泊施設に関する 

お問合せ先 
・公開できるお問合せ先があれば入力してください。 
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【３ページ目】 

１０～１１ 建築物の概要 

 項目 記載上の留意点 

（１） 建築総床面積 
・ 詳細が不明な場合は「約○○m2」と入力して構いません。 

 

（２） 階数 
・ 「地上○階，地下○階」と入力してください。 

 

（３） 主な構造 
・ 「鉄筋コンクリート造」「鉄骨造」等と選択，若しくは，

入力してください。 

 

１２ その他の施設情報 

・ 該当するものを全て選択してください。（複数選択可能です。） 
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【４ぺージ目】 

１３～１７ ソフト面の対応 

項目 記載上の留意点 

ソフト面の 

対応 

・ 本手引３３～４１ページを御参照いただき，入力してく

ださい。 
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【５ぺージ目】 

１８～４９ ハード面の対応 

項目 記載上の留意点 

ハード面の 

対応 

・ 本手引１３～３２ページを御参照いただき，入力してく

ださい。 
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第５章 京都市が実施する公表について 

 
〇 「京都市情報館（本市ホームページ）」及び「京都ユニバーサル観光ナ

ビ」において，届出いただいたバリアフリー情報をよりまとめて公表いた

します。（令和３年１０月以降に掲載予定） 

 

〇 「京都市情報館（本市ホームページ）」においては，届出情報を以下の

イメージ図のような PDF 形式のデータ等で掲載する予定をしています。 

※ 以下の図は，イメージ図であるため，変更する可能性があります。 

 

 

【京都市情報館における公表の例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


